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「サステナビリティ報告書2026」について

ニコングループでは、社会の持続可能な発展に貢献し、とも
に成長する企業をめざしています。そして、その基本となる考
え方や取り組みの情報をステークホルダーの皆様に積極的に開
示することで、信頼関係を向上させたいと考えています。

「サステナビリティ報告書 2026」は、ステークホルダーの皆
様に非財務情報を網羅的に開示するため、国内外の基準やガイ
ドラインを参考にしています。

本報告書は、サステナビリティ全体のマネジメントと、ニコ
ングループのサステナビリティにおいて特に重要な“価値創造”
について紹介するパートを設けています。その上で、E（環境）・
S（社会）・G（ガバナンス）を柱に、対象期間の活動と実績を
報告していますが、大きな進捗等がある場合には、最新の情報
も掲載しています。詳細なデータは「サステナビリティ報告書
2026 データ集」で開示しています。このデータ集の★を付し
ているデータは、数値の信頼性向上のため、デロイト トーマ
ツ サステナビリティ株式会社による国際保証業務基準（ISAE）
3000、ISAE 3410 に準拠した第三者保証を受けています。

2025年度（2025年4月1日～2026年3月31日）
一部に2026年4月以降の活動などを含みます。

GRIスタンダードの各項目との対照は、GRI内容索引に示して
います。

● ��GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード（GRI
スタンダード）

● ��気候関連財務情報開示タスクフォースによる提言 最終報告書
● ��自然関連財務情報開示タスクフォースの提言
● ��国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）IFRS S1、IFRS S2

ニコングループ
（株式会社ニコンおよび全連結子会社82社）
※ �ただし、清算手続き中または休眠状態にあるなど、実質的

な従業員や事業活動を伴わない11社は、集計対象から除外
しています。また、リスクや影響度の観点から非連結子会
社も含む場合など、個別の対象範囲を定義している場合に
は、各掲載場所にその旨を明示しています。（環境データ
については、p.34にまとめて記載）

ニコン：株式会社ニコンまたはブランドを示す
グループ会社：子会社を示す
従業員：ニコングループの役員、正社員、嘱託、契約社員、派
遣社員、パートタイマー、アルバイトが含まれる
数値：財務内容に関わる数値は、億円表示は単位未満を切り捨
て、百万円表示は単位未満で四捨五入しています。
また、それ以外の数値については、表示以降四捨五入しており、
内訳と合計値が一致しない場合があります。

株式会社ニコン サステナビリティ戦略部
〒 140-8601
東京都品川区西大井 1-5-20
E-mail：Sustainability.Info@nikon.com

本報告書には、株式会社ニコンとそのグループ会社の過去や現
在の情報のほか、発行時点での計画、経営方針などに基づく将
来予測が含まれています。この予測は記述時に入手した情報を
もとに本報告書を制作したため、状況の変化によって、実際の
結果や事象が異なったものとなる可能性があります。

2026年7月（前回2025年7月）
年次報告として年1回発行。

編集方針

対象期間

GRI内容索引

参考にしているガイドラインなど

対象範囲

言葉や数値の定義

お問い合わせ先

免責事項

発行

GRI内容索引　▶ p.G-002
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● 各種情報ツールのすみ分け

ニコンレポート
（統合報告書）

サステナビリティ
（ウェブサイト） サステナビリティ報告書

データ集
有価証券報告書

コーポレート
サイト

中長期視点

実績

マルチステークホルダー 株主
投資家

会社案内

ニコンでは、読者ターゲットと時間軸でツールをすみ分け、情
報発信を行っています。

特にコーポレートサイト内の投資家情報ページでは、中長期
的成長や企業価値向上に向けた取り組みについてピックアップ
したニコンレポート（統合報告書）や、主に株主や投資家の皆様
に向けて業績や経営に関する情報をまとめた有価証券報告書、
中期経営計画などを掲載しています。サステナビリティのページ
では、幅広いステークホルダーの皆様に向け環境や社会に関す
る情報や、より詳細なESG情報をまとめたサステナビリティ報告
書、データ集を掲載しています。さらに、ニコンについてのペー
ジでは、会社や事業についてまとめた会社案内をご覧いただけ
ます。

▶ �コーポレートサイト

▶ �ニコンについて

・��会社案内　など

▶ �投資家情報

・��中期経営計画

・��ニコンレポート（統合報告書）

・��有価証券報告書　など

▶ �サステナビリティ

・��サステナビリティ報告書

・��データ集　など

財務情報、非財財務情報の開示について
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社名	 株式会社ニコン
	 （英文社名）NIKON CORPORATION
本社	 〒140-8601
	 東京都品川区西大井1-5-20
	 TEL：03-3773-1111
代表者	 代表取締役 兼 社長執行役員 CEO　大村 泰弘
設立	 1917年7月25日
資本金	 65,476百万円（2026年3月末現在）
売上収益	 連結677,163百万円
	 （2026年3月期 国際会計基準（IFRS）で表示）
従業員数	 連結19,928名（2026年3月末現在）
	 単体4,656名（2026年3月末現在）
地域別グループ会社数（連結）（2026年3月末現在）
	 国内（ニコンを除く）19社、欧州18社、
	 アジア・オセアニア26社、米州19社
事業内容	� ニコングループは、100年以上の歴史で培った光利用

技術と精密技術をもとに、多彩な製品やサービス、ソ
リューションをグローバルに提供しています。
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会社概要 主な財務データ事業セグメントと主な事業、製品

（百万円） 映像事業 精機事業 ヘルスケア事業
コンポーネント事業 産業機器・その他
デジタルマニュファクチャリング事業 その他の事業

● 事業別売上収益推移（連結）

（百万円） 日本

※国際会計基準（IFRS）で記載。

米国 欧州 その他中国

● 地域別売上収益推移（連結）

����年�月期 ����年�月期

※ 国際会計基準（IFRS）で記載。
※ ����年�月期より、「デジタルマニュファクチャリング事業」を報告セグメントとして
 新たに設定しています。
※ 事業別売上収益は外部売上収益構成比。
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企業理念 信 頼 と 創 造

Unlock the future with the power of lightMission

人と機械が共創する社会の中心企業Vision

■ 映像事業
レンズ交換式デジタルカメラ、交換レンズ、シネマカメラ

■ 精機事業
FPD露光装置、半導体露光装置、デジタル露光装置、アライメン
トステーション

■ ヘルスケア事業
生物顕微鏡、網膜画像診断機器、細胞受託生産

■ インダストリー事業（旧コンポーネント事業）
EUV関連コンポーネント、光学部品、光学コンポーネント、エン
コーダ、測定・検査システム、FPDフォトマスク基板

■ デジタルマニュファクチャリング事業
金属3Dプリンター、光加工機、3Dスキャナー、材料加工受託
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